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On Exhibitions of Feminist Art in Art Galleries: The Example of La 
Centrale/Galerie Powerhouse in Quebec, Canada 
 
Abstract 
The purpose of this paper is to shed light on the practice of feminist art in the 
programming of La Centrale/Galerie Powerhouse, a women’s artist-run centre 
founded in 1973 in Montréal, Canada. Feminist art is not only interested in the 
production of works of art or critical theories; it also includes activities such as 
document publication and art gallery organization. Feminist art activists have 
tried to create an alternative to the museums and galleries established in 
mainstream culture. Exhibiting works by women artists that are marginalized 
in the dominant culture, La Centrale has become part of the history of feminist 
art. In this essay, I first present a brief history of La Centrale. Secondly, I  
analyse feminist strategies adopted by this gallery in both the creation of an 
exhibition space and the selection of exhibition proposals. Thirdly, using a 
document published by the gallery, I reflect upon the method used to evaluate 
exhibitions. This document describes the development of a new mandate 
anchored in a redefined feminist perspective at La Centrale. 
Finally, I describe some of the elements that nurture the creative dynamism of 
La Centrale. 
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序論 
 本稿では、女性アーティストによって自主運営されている、非営利目的のア
ーティスト・センター、カナダ・ケベック州モントリオール市にあるラサント
ラル／ギャルリー・パワーハウス La Centrale/ Galerie Powerhouseの展示活動の
中で、どのようにフェミニズム・アートが実践されているかを明らかにする。
フェミニズムとは、性差別問題を出発点とし、女性たち自身の個人的・集団的
意識化によって差別を克服し、他者とより対等な関係を、社会と日常生活にお
いて構築していく社会的かつ文化的な運動であり、思想である 1。フェミニズ
ム・アートは、こうしたフェミニズムの観点からの美術作品、創作活動、批評
である。同時に、こうした芸術的実践を取り巻く様々な活動も含む 2。ジェン
ダーの不均衡な関係は、女性たちの自由な芸術的表現行為を、日常生活におい
ても、アーティストとして行うことも困難にさせる。フェミニズム・アートは、
この差別的現実に対する女性たちの表現行為を通した抵抗のプロセスそのもの
だ。また、既存の美術館やギャラリーとは異なった場を構築したのも、フェミ
ニズム・アートの貢献の 1 つである。それにより、メインストリームの文化か
ら排除された文化を再評価し、新たな文化の創造を可能にする空間を立ち上げ
たのだ。そこで、筆者は、フェミニズム・アートを軸に展開する文化的公共施
設の可能性について検討することは、今日の私たちの社会に根ざす差別的な構
造を明らかにし、組み替えていくだろうと考える。 
 本研究は、社会教育的観点から、新たな美術館のあり方の事例として検討し 
1 Micheline Dumont et Louise Toupin (2003) « Introduction » La pensée féministe au 
Québec Anthologie 1900-1985, Montréal, Les éditions du remue-ménage, pp. 19-34. 
2 北原恵（2002）「フェミニズム・アート」『岩波女性学事典』pp. 402-403. 
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ている、筆者の一連のラサントラル研究の中に位置づけられる。日本における
美術館の性差別問題は、ジェンダー美術史の観点から指摘されてきた 3。また、
社会教育学の博物館研究では、近代博物館に対する批判から、市民が主体とし
て参加する博物館活動・運営が主張されている 4。しかし、これまでに、諸々
の差別を克服し、新たな社会を構築していくために、社会や地域を構成する女
性たち自身が主体となった、ミュージアムの事業に関する議論は十分になされ
ていない。そこで、本稿では、アーティストであり、市民でもある女性アーテ
ィストたち自身によって、性差別的な社会構造を意識化することで出発した、
ラサントラルの活動に着目する。ラサントラルに関する先行研究は、日本にお
いても、ケベックにおいてもほとんどない。ケベックにおけるラサントラル研
究は、管見では、シェーナ・グールレイが、美術館政策におけるナショナリズ
ム言説に対するラサントラルのフェミニズム言説を分析している 5。しかし、
このギャラリーの実践を意識化の側面から検討したものではない。また、ケベ
ックのフェミニズム運動史の中で、ラサントラルの位置づけは、十分にされて
いない。しかし、ラサントラルは、10年ごとに出版するドキュメントを通して、
フェミニズムとアートの関係に関する考察と、ラサントラルの歴史の省察を行
っている。この一連のドキュメントがラサントラルの自己省察的な研究であり、
ケベックにおけるフェミニズム・アートの歴史に関する記録でもある。そこで、 
3 千野香織（1995）「日本美術史とフェミニズム」『アエラムック 9 芸術学
がわかる。』朝日新聞社。千野香織（1999）「美術館・美術史学の領域にみる
ジェンダー論争 1997-98」東京国立文化財研究所編『語る現在、語られる過去
―日本の美術史学一〇〇年』平凡社。小勝禮子（2007）「日本の美術館におけ
るジェンダーの視点の導入をめぐって」イメージ＆ジェンダー研究会『イメー
ジ＆ジェンダー』、vol. 7、pp. 14-25。 小勝禮子（2007）「美術館・博物館の
女性」（香川檀・小勝禮子『記憶の網目をたぐる―アートとジェンダーをめぐ
る対話』彩樹社、2007年所収）。 
4 伊藤寿朗（1985）「序章 博物館の概念」（伊藤寿朗・森田恒之編『博物館
概説』学苑社、1985 年所収）、pp. 3-43。伊藤寿朗（1991）『ひらけ、博物館』
岩波ブックレット。 
5 Sheena, Gourlay (2002) Feminist/Art in Quebec 1975-1992, PhD thesis Concordia 
University, Montreal. 
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本稿では、これらのドキュメントを中心に、以下のように論じていくことにす
る。まず、1970年代のケベックの女性と、女性アーティストたちをめぐる状況
に位置づけながら、ラサントラルの設立について説明する。続いて、ラサント
ラルの展開の主軸をなしている展示活動について言及する。展示空間の創出と、
展示する作品の選考について取り上げる。最後に、作品展の評価の方法につい
て、ラサントラルの出版物から分析する。 
 
1.  1970年代の女性アーティストを取り巻く状況と、ラサントラルの設立 
1.1. 女性アーティストの状況 
 ラサントラルが設立された 1970 年代は、欧米や日本と同じように、ケベッ
クでもフェミニズム運動が盛り上がりを見せ始めていた。1960年代のケベック
社会の急速な近代化（「静かな革命」）は、ケベック州のカナダからの独立を
目指すナショナリズム運動の高まりも伴っていた。政治的独立だけではなく、
英語圏やフランス絶対主義からの脱却を目指す文化運動の側面も持ち、様々な
社会運動とともに、女性解放運動を生み出すきっかけともなった。女性解放の
主な論点は、女性労働者の問題、法廷における女性たちの権利の問題、またカ
トリック社会のケベックでは、タブー視されていたセクシュアリティの問題、
とりわけ中絶の問題などであった。70年代に入ると、ケベックにおける第二波
フェミニズムは、近代的な自由主義的フェミニズムや、マルクス主義的なケベ
ック・ナショナリズムの言説から脱却し、家父長制を女性の抑圧の基盤として
分析するラディカル・フェミニズムが中心となる。この思潮から、様々なフェ
ミニズム・グループが立ち上がる。フェミニズムの観点からの、文学、音楽、
演劇、映画などが盛んになるのもこの頃である。ラサントラルもまた、こうし
たフェミニズムの展開を担っていた一つだ。 
 それでは、フェミニズムが問題とする、女性アーティストたちが抱えていた、
もしくは今日も抱えている問題とは何か。アンナ・リュピアンは、『キッチン
からスタジオへ』（De la cuisine au studio）で、三世代にわたる女性たち 12名 
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へのインタビューを通して、ケベックにおける女性と創造性の問題をフェミニ
ズムの観点から明らかにする 6。第一世代は、20 世紀初頭から 1964 年までと
し、前衛芸術の運動に関わった女性アーティストたちである。第二世代は、
1960 年代から 80 年代にかけての第二波フェミニズム運動の影響を受けながら、
男性中心主義的なアート界の中に、女性の視点をもたらしたパイオニア的な女
性アーティストたち。第三世代は、1990年代に誕生した、テクノロジー・アー
トを通した女性たちのエンパワーメントを目指す、アーティスト・センター
（Studio XX）の女性アーティストたちである。リュピアンは、多様化するア
イデンティティに対するフェミニズムの限界、それに伴うフェミニズムの個人
主義化と言われている中での、女性アーティストたちの新たな共同体として、
このセンターに着目している。こうした女性アーティストへのインタビューで
語られた彼女たちの経験から、リュピアンは、性的ヒエラルキーに基づく公私
の領域の分断の問題を指摘する。そして、女性たちがアーティストとして、同
時に一人の生活者である女性として、創作活動を通して試みた、社会と日常に
おける変革に着目し、歴史的に記述した。リュピアンが指摘する、女性アーテ
ィストたちの直面した問題とは、以下の三点にまとめることが出来る。 
 第一に、「ガラスの天井（plat fond de verre）」と呼ばれる問題。女性アーテ
ィストが、作品を通して発言し、公的な評価を得て、アーティストとして生活
基盤を確立することは非常に困難である。アート界における男性中心主義的な
価値観を基盤とする構造が、作品の公正な評価、女性アーティストの継続的な
活動を困難にしている。 
 第二に、孤立化の問題。女性アーティストのパートナーの男性もアーティス
トである場合に、女性には自分の創作活動よりも、内助の功が求められる。彼
女たち自身、「美徳」としてそれを規範化する。さらに、自分自身の創造性を
過小評価し、創作活動から離れる理由にもなる。実際には、彼女たちの孤立化
を促しているにも関わらず、こうした状況は、「美徳」の名のもとに隠ぺいさ 
6 Anna Lupien (2013) De la cuisine au studio, Les éditions du remue-ménage. 
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れる傾向にある。リュピアンによると、こうした経験は、第一世代だけではな
く、第三世代の女性アーティストにも共通する課題であった。 
 第三に、創作活動と家庭生活の両立の問題。出産や育児による創作活動の中
断は、アーティストのネットワークからの断絶と、男性アーティストと比べた
場合、創作活動に遅れを生む。そのことへの焦燥感が生じる一方で、内在化し
た伝統的な母親の役割に固執するため、子どもの成長によって、創作活動を再
開しても、家庭を優先せずに、創作活動をしているという罪悪感を引き起こす。 
 このように、構造化され、内在化された性別役割分業の意識は、女性アーテ
ィストが継続的な創作活動を行うことを阻む。また、社会を構成し、暮らしを
営む主体として、創造的に関わることを妨げる。しかし、60年代以降に隆盛し
たフェミニズムの流れは、その諸理論によって女性アーティストの作品や、批
評に影響を与え、作品評価の枠組みを広げた。また、彼女たち自身による、女
性たちの創造性を支えるためのネットワークや、その力量形成の場をつくる動
きを生んだ。ラサントラルも、こうした女性アーティストたちが抱える問題の
解決のための一つの方法として、女性たち自身によって生み出されたのである。 
 
1.2. ラサントラルの概要 
 ラサントラルは、1973年、カナダ・ケベック州モントリオール市に設立され
た、カナダで最も古い女性たちによって自主運営されているアーティスト・セ
ンターである。設立以来、ボランティアの女性たちによって運営され、現在は
政府からの助成金を受け、非営利目的で活動をしている。主な活動は、展示、
出版、教育事業、助成金によるアーティスト支援である。ラサントラルが掲げ
るミッションは、「フェミニスト・アートの実践の歴史の展開に尽力し、既存
の文化的制度では取り上げられることが少ないアーティストたちと、活動の可
視化を支援することである」7。また、その目的については、次のように述べ 
7 ラサントラル公式ホームページ http://www.lacentrale.org/ 2013年 8月 30日
最終閲覧。矢内訳。以下、翻訳は全て筆者による。 
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ラサントラル／ギャルリー・パワーハウス 
（撮影：矢内琴江、2013年 3月 14日） 
られる。「フェミニズムのデ
ィスクール、ジェンダー理論、
文化的多様性、トランスディ
シプリナリーを備えた現代ア
ートにおける言語活動のため
のプラットフォームを提供す
ることである。そのために、
地域、国内、国外にわたる専
門的な交換のネットワークを
展開することも重要である。
センターは、世代間交流を可能とするために、全てのキャリアの段階にわたっ
て、アーティストたちを支援する」。 
 現在、ラサントラルは、モントリオール市内の商業区域、サン・ローラン大
通りに、ガラス張りのギャラリーを構えている 8。ラサントラルは、約 45名の
ボランティア・メンバーと、3 名の雇用されたコーディネーターによって、非
営利目的で運営されている。ボランティア・メンバーは、部会に参加し、ラサ
ントラルの運営に関わる。プロのアーティストである必要はないが、メンバー
は、年間少なくとも 20 時間は、ラサントラルの活動に参加できなければなら
ない。他に、賛助会員が財政的にラサントラルを支えている。そして、ラサン
トラルの組織体制は、運営理事会と、企画部会、パフォーマンス部会、教育事
業部会、財政部会、メンバーシップ部会によって構成され、民主的に運営され
ている。部会は、必要に応じて、新たに設置される場合がある。各部会に、コ
ーディネーターと、ボランティア・メンバーが配属されている。 
 
1.3. ラサントラルの設立 
8 ケベック州モントリオール市サン・ローラン大通り 4296. 
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 ラサントラルの設立には、モントリオールの英語系の女性 8 名が関わってい
る。彼女たちも、多かれ少なかれ、リュピアンが指摘した問題を抱え、このこ
とを語り合う場を欲していた。そして、ともに解決していくために、ラサント
ラルを設立することになる。 
 ラサントラルの前身は、Flaming Aprons という女性たちのクラフトグループ
だった。このグループは、女性たちが作った作品を販売していた小さな店だっ
たが、多くの女性たちがこの店を利用し、フェミニストのグループも誕生した。
1973 年 10 月に閉店を報告する記事には、「Flaming Aprons は、店以上だった。
それは女性たちが出会い、語り合い、友人を作り、共通の問題を互いに助け合
い、グループを作り、自分たちの生活を意味のある方法で変えていった場であ
った」とある 9。しかし、新たな展開をめざして、閉店を決める。そこで、女
性アーティストたちが集い、話し合いを求めて集まったのが、上述の 8 名だっ
た。当初は、ディスカッションのグループに過ぎず、女性アーティストだけの
展示会をするために様々なギャラリーを探したが、「女性」という理由で断ら
れたために、数か月後、自らスペースを借りて立ち上げたのが、パワーハウ
ス・ギャラリーだった 10。 
 設立当初から、ギャラリーが最も重要視する活動は、展示である。なぜなら、
「（アーティストたちに）大きなモチベーションを与え、自分の作品を客観的
に評価する機会となり、販売するチャンスとなる」からだ 11。さらに、モント
リール市内には、興味深い創作活動を行っている女性たちは多くいるにも関わ 
9 « Closing of the flaming apron » Feminist Communication Collective, vol. 1, no. 5, 
10/11 1973（ラサントラルの資料は、カナダのケベック州モントリール市のコ
ンコルディア大学によって収集・保管され、公開されている）。 
10 « Une galerie de femmes au service des femmes », Montréal La Presse, le 28 
septembre 1974.（コンコルディア大学所蔵）。 
11 « Powerhouse », 発行年月日不明。コンコルディア大学所蔵。この文書は、
冒頭で、「この手紙の目的は、Westmountのグリーン大通り 1210番地に最近
オープンしたばかりの、プロのアーティストのための、小さく、インフォーマ
ルで、共同的なセンターについてお伝えすることです」とあることから、ラサ
ントラル設立後、間もなく発行されたものと考えられる。 
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らず、彼女たちの作品を発表出来るギャラリーが少ないことも理由の一つであ
った。女性たちが作品を発表し、創作活動を続けていくことを支えるために、
ラサントラルでは、展示会の他にも、ワークショップの開催や、託児サービス
も行う。以下は、設立当初に発行されたラサントラルのレポートに掲載された、
ギャラリーの目的である 12。 
 
 パワーハウス・ギャラリーは、1973年 5月に 8人のプロの女性アー
ティストたちによって、モントリオールの女性アーティストたちのコ
ミュニティの非常に特有のニーズと目的に応えるために、設立された。 
 
a) 何年も自分の芸術的表現に真剣に専念し、社会的役割と環境のた
めに孤立化し、疲弊し、不安に感じている女性たちと、若い駆け出し
の女性アーティストのための活動の奨励。 
 
b) 出会いの場、語る場、議論し、技術と情報を共有する場。 
 
c) 学び教えるセンター。女性たちが自由にクラスに入り、ワークシ
ョップに参加でき、新たなメディアと技術に触れることの出来る場
（その間、子どもたちを見てもらえる）。 
 
d) 共同的で非営利目的の組織 。従来のギャラリーでは、売りにくか
ったり、展示が受けつけられなかった実験的なメディアの作品を公表
しやすくする。 
 
12 下線は原文通り。このレポートに、発行年月日は記載されていないが、レポ
ートの表紙に記載されている住所と本文の内容から、1974年に発行されたもの
と推測される。コンコルディア大学所蔵。 
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e) 展示のための情報、スペース、援助 。フィードバック、批評、将
来のための方向づけを得ることによって、自分の作品を客観的に評価
するための機会。 
 
f) アート界への入り口 。カナダ中の女性アーティストたちと知り合
いになる。かつ、メディアや、他のアーティストや人々に知ってもら
う機会。 
  
 このように、設立当初のラサントラルは、女性たちの生涯にわたる創作活動
を支える場として、展示や、作品販売の機会の提供だけではなく、情報を提供、
共有、交換し、互いに学び合うコミュニティとして存在していた。 
 
2. ラサントラルの展示活動 
2.1. 展示空間の創出 
 本節では、ラサントラルの展示空間の創出に関して、女性たちが創作活動を
展開していくためにとられた三つの方法について言及する 13。 
 第一に、二つの展示スペースの設置。これは、ラサントラルが最初の引っ越
しを行い、新たに借りたギャラリーに作られたスペースである。設立当初のギ
ャラリーは狭く、メンバー以外のアーティストの作品展が中心だった。また、
この場所は、英語系の保守的な地域だった。このことに疑問をもった若い世代
のアーティスト・メンバーが中心となり、ケベック人やユダヤ人が多く住み、
自由主義的な傾向の強い地域の、より広いスペースにギャラリーを移した。そ
こでは、審査を通った外部のアーティストたちが展示をするスペースと、メン
バーたちや、審査を通らなかったアーティストたちの作品を展示する、二つの
スペースが設けられた。この二つのスペースが、ギャラリー内にあることによ 
13 以下の記述は、Neil Tenhaaf « A History, or a Way of Knowing », Instabili : la 
question du sujet, pp. 77-64を参照。 
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って、ラサントラルの女性アーティストたちの活動を広め、支えるという存在
理由が明確になった。 
 第二に、レズビアン・フェミニズムのカフェの設置。80年代のフェミニズム
全体がそうであったように、当時、ラサントラルでは、その活動を通して、ど
のように異性愛中心主義を乗越えるかが課題となっていた。そこで、女性の連
帯の新たな方法を模索するために、レズビアニズムを唱えるメンバーが中心と
なって、ラサントラルの姉妹店としてスタートしたのが、このカフェであった。
しかし、財政的な問題とともに、理想主義的傾向の強い政治的戦略と、異性愛
を否定し切れない女性たちの現実が、必ずしも一致せず、2 カ月で閉店せざる
を得なかった。 
 第三に、パフォーマンス・スペースの設置。先の姉妹店から着想を得たこの
スペースは、女性アーティストたちの多様化する表現方法による創作活動と、
その作品発表を可能にするために設置された。ここでは、コンサート、演劇な
ども行われ、多様なアート・ジャンルによって、ギャラリーの展示活動ととも
に、ラサントラル全体の活動を盛り上げることに貢献した。しかし、モントリ
オール市の規制のために、やむを得ず閉鎖されることになった。 
 ところで、ラサントラルの展示活動は、必ずしもギャラリー内部だけで行わ
れているわけではない。モントリオール市内の地下鉄駅でのインスタレーショ
ン、路上におけるパフォーマンスも開催してきた。また、他のギャラリーや美
術館と共催の作品展も行っている。さらに、現在のギャラリーは、大通りに面
してガラス張りの建物なので、内部の白い壁を利用して、プロジェクターで映
像を投影すると、大通りに向かって、ギャラリー全体が大画面になること出来
る。このように、ラサントラルのミッションにもある、女性アーティストの作
品や、既存の文化制度から周縁化された創作活動を普及させるという目的を、
展示空間そのものを拡張・変形させながら実現している。 
 
2.2. 展示企画の選考の仕組み 
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 ラサントラルでは、設立当初から、オーナーの利権を追求するために独裁主
義的だった多くのギャラリーのあり方とは、一線を画していた。そのため、作
品展の企画の選考に、民主主義的な方法を採用してきた。つまり、メンバーに
よる話し合いと、投票である。 
 ジョアンナ・ナッシュによると、ラサントラルでは、1979年当時の場合、次
のような方法を採用していた 14。①展示の企画は、名前やレジュメを公開せず、
作品のみで検討。②審査から外れたアーティストは、本人の希望があれば、フ
ィードバックをもらうことが可能。③投票の 3 分の 2 を得た作品は、展示が可
能で、数か月後に展示会開催が可能。④準備に関しては、ギャラリーのアーテ
ィスト・メンバーがサポートにつくが、展示方法はアーティスト自身の意志が
第一に尊重される。また、新しいギャラリーでは、アーティスト・メンバーの
サポートを受けながら、審査外のアーティストも、作品展を開催する機会をも
つことが可能になった。特徴的な点は、展示を企画し、準備する過程において、
アーティストの意志の尊重と、同時にギャラリーとの協働的な関係を通して、
アーティスト自身のプロとしての力量形成が重視されている点である。こうし
た仕組みは、市場での利益追求を重視する他の民間のギャラリーとは異なる。 
 その後、より民主主義的な選出方法を模索するために、幾度となくその方法
は改良されている。現在、ラサントラルでは、年に 2 回の企画部会による作品
展の公募と、パフォーマンス部会による公募が年に 1 回行われている 15。企画
部会に関して言えば、現在、コーディネーターと 5 名のアーティストによって
構成されている。ラサントラルの公募する展示企画、持ち込みの展示企画、ラ
サントラルが主催する企画などを検討し、運営する機関である。そして、作品
展の公募企画の選出は、アーティストが提出する書類に基づき、部会内で話し 
14 1979年、モントリオール美術館で開催されたモントリオール・アート学会
におけるジョアンナ・ナッシュによる、スピーチの原稿（コンコルディア大学
所蔵）。 
15 以下は、筆者が日本ケベック学会研究助成金によって実施された、ラサント
ラルのコーディネーター、ヴィルジニー・ジュルダン、ディアーヌ・サンアン
トワーヌとのインタビューに基づく（2013年 3月 14日 14時～15時、ラサン
トラル）。 
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合いと、投票権を持つアーティスト・メンバーの投票により決定する。毎回、
約 130～150 の応募があり、その中から、月替わりの作品展のために 5～7 の企
画が選考される。そして、アーティストの意志と希望を尊重しながら、コーデ
ィネーターは、展示のための資材の調達や種々の調整にあたり、実際の展示に
は、ボランティア・メンバーが協力する。選出されなかった企画に関しては、
応募者にフィードバックがされる。 
 
2.3. 選考の基準 
 それでは、展示企画の選考には、どのような基準が設けられているのだろう
か。それは、何をもって「フェミニズム・アート」的な企画とし、ラサントラ
ルが、そもそも「フェミニズム」をどのように捉えているのか、という問題で
もある。 
 ラサントラルにおける「フェミニズム」をめぐる議論の展開は、ラサントラ
ルの刊行するドキュメントに見ることが出来る。そこでは、フェミニズムとい
う実践の軸が、ラサントラルの存在を意味づけるものとして、同時に、その存
在の意味を常に問うキーワードとして議論されてきた。このドキュメントは、
作品展ごとではなく、ラサントラルの設立から 10 年ごとに出版されている。
現在、最初に出版された『定まらない―主体の問題』（Instabili : la question du 
sujet）から、4 冊にのぼる。ドキュメントは、ラサントラルでは、次のように
位置づけられている。 
 
[ギャラリーで] 展示しているアーティストたちが、息長く活動を出来
るようにすること。出版物は、書き手たちに、アーティストの活動の
あらゆる論点に関して、さらに言えば、女性たちの今日的なアートの
論点について、より多くの省察を展開することを可能にする。これら
の出版物は、アーティストたちの記憶を保障する。それは、時間のな
かに刻み込まれ、同様に、ラサントラルに展示された作品の永続性の 
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一部である（« La Centrale », Textura:l’artiste écrivant, p. 130） 
 
 さて、ラサントラルが、設立 10 年を記念して最初に刊行した『定まらない』
は、表象と女性をめぐるアイデンティティの問題について論じられている。そ
の一方で、ラサントラルの歴史を自己省察的に記述している。女性やフェミニ
ズムというアイデンティティによって、メンバーが結びつけられることで共同
体的に活動を展開していた時期を経て、若手世代が参加し、ギャラリーの組織
化が進み、共同体に揺らぎが生じていることを読み取ることが出来る。 
 さらに、1996 年に出版された『トランス・ミッション』（Trans・mission）
では、ラサントラルで展示される作品に対するフェミニズムという言説の限界
が認識されている。そして、教条主義の陥穽に陥らずに、ラサントラルが培っ
てきた、女性たちのアートの歴史を継承し、展開していくことが問題となって
いる。そこで、多様化する表現方法や、作品の解釈の広がりを前にして、本書
と同タイトルの作品展「トランス・ミッション」の企画部会は、あえて作品を
テーマごとに括らなかった。しかし、「いくつもの結び目が、それぞれの間か
ら現れ出てくるという確信をもって、それぞれの作品をしゃべらせるままにし
た」16。70 年代の「フェミニズム・アートのけたたましい革命性」とは異なり、
90年代末のラサントラルで展示した作品は、「時に容赦ない、時に優しいささ
やきのようである」。そして、「限界を突き押し、モデルを越え」て、それぞ
れの作品は、ともに「完成 l’intégralité」を模索しながら、見る者の想像の地平
を広げることを可能にする。 
 ところで、これらの一連のドキュメントの中では、「女性たちのアート」と
いう言葉の方が、多く用いられていた。ラサントラルにとって、フェミニズム
とは、女性たちの創造性に、男性中心主義的な言説とは異なった枠組みを与え
た言説として理解されている。しかし、2000 年に出版された『テクスチュラ 
書くアーティスト』（Textura:l’artiste écrivant）では、ラサントラルを、フェミ 
16 Texte à plusieurs mains pour La Centrale « Trans・mission/ LE PROJET 
COLLECTIF », p. 24. 
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ニズム・アートの場として位置付ける。フェミニズムを、家父長制と異性愛中
心主義の文化の中で周縁化された「女性性」の意味付けをし直すことで、現実
を書き換えようとしてきた、社会的かつ文化的な運動だとする。こうしたフェ
ミニズムの一部として展開してきたラサントラルは、「ジェンダー、権力、意
味と感性を、その存在と、組織形態の名のもとに、問うている」 17。すなわち、
「女性たちが、ありのままに語ることが出来るために」、作品展の実践、出版
活動、創作活動の支援、ラサントラルのミッションと事業を基盤としたその組
織体制が、実践においても、また言説においても、いかに開かれ、創造的なも
のとなるか、という問いの反復を通して展開していく創造的な場なのである。
このようなラサントラルの認識の転換は、メンバー自身による、ラサントラル
の展開の基盤にあった、メンバーたちの共同体的な関係の捉え直しにも連関し
ている。すなわち、かつてと同じ一つの理想と言説から成り立つ共同体として
ラサントラルを捉えるのではなく、自律的な存在であるコーディネーターや、
メンバーの、多種多様なプロジェクトが、有機的につながっている共同体と捉
え直されている 18。 
 これらのドキュメントにおけるフェミニズムとアートをめぐる議論は、ラサ
ントラルの歴史の自己省察だけではなく、アートとフェミニズムに関する考察
のエッセイ、アーティストや、ラサントラルのメンバーによる作品展の批評を
通して行われている。さらに、散文詩などの文学的表現、ビジュアル・アート
的テクスト、アート作品も含んでいる。ドキュメント自体が、一つのアート的
実践でもある。すなわち、ラサントラルにとって、フェミニズム・アートとは、
単なる作品の批評や、創作のための理論ではない。女性たちのありのままの表
現を可能にし、既存の文化制度から排除された創作活動の豊かな展開を可能に
するために、多様なプロジェクトの有機的なつながりを通して、既存の意味付 
17 Sheena Gourlay et Susanne de Latbinière Harwood « Textura : l’artiste écrivant/ the 
artist writing », Textura, p. 8. 
18 Stephan, Dagrama (dir.) (2004) Les Centrelles, Montréal, Les éditions du remue-
ménage. 
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けを転換しながら、自ら変容・生成し続ける場なのだ。 
 以上のようなフェミニズムの捉え方は、今日のラサントラルにおける企画に
関する捉え方の中に次のような言葉で表されている。 
 
ラサントラルの企画は、むしろ今日では、フェミニズムの次のような
定義を基盤にしている。すなわち、社会における権力の諸関係に問い
かけ、ジェンダーに関わる規範の押しつけ、セクシュアリティをめぐ
る様々な装置、社会階級、人種、資本主義と帝国主義などと言った社
会問題のより広い範囲を案じているフェミニズムである。（Leila 
Pourtavaf « Introduction », Féminismes électriques, p. 20） 
 
 そこで、作品展の企画の選考には、このフェミニズムの捉え方とともに、そ
の認識を形成してきた過程を踏まえ、「対話性」が重視される。すなわち、ラ
サントラルのコーディネーター、ヴィルジニーによると 19、①ラサントラルが
展開してきたフェミニズムをめぐる議論への関心が感受しうるものであること、
②啓蒙的または教条主義的でないこと、③フェミニズムをめぐる対話が可能で
あること、である。このように、ラサントラルで行われる作品展は、作品展を
通して、アートをめぐる実践と言説に新たな意味を創出するとともに、ラサン
トラルの、またはフェミニズムの新たな展開を構成する可能性のあるプロジェ
クトとして選考される。 
  
3. 作品展の評価―『電撃的フェミニズム』をめぐる考察 
3.1. 『電撃的フェミニズム』の特徴と構成 
 本書は、ラサントラルの設立 40 周年を前に、2000-2010 年の展開を総括する
ことが目的である。その構成は、大きく三つからなる。一つ目は、ラサントラ 
19 注 15に同じ。 
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ルでの展示活動を含め、フェミニズム・アートの実践を、新たな考察のための
枠組みを通して、再考されたフェミニズムという観点から捉え直す批評的エッ
セイ。二つ目は、フェミニズム・アートの実践者へのインタビュー。三つ目は、
ラサントラルの 2000-2010 年の記録である。さらに、附録的な位置付として、
「権力の諸関係を壊すための実践的ガイド」20が掲載されている。これは、新
たなミッションで展開しようとするラサントラルの「マニフェスト」である。
また、これまでの作品展の写真と、「アーティスト・ポスター」が附録として
ついている。全ての文章が、英語とフランス語で表記されている。 
 
3.2. 作品展批評 
 本書の冒頭のエッセイ、エレナ・ルキット「ジェンダー・アラーム！：持続
的なクィア・フェミニズム展示会！『フェミニズム・アート年』」（Helena 
Reckitt, « GENDER ALARM ! : Expositions féministes queer durant ! « Année de l’art 
féministe » » ）は、本書ではラサントラルで開催された作品展の唯一の批評で
ある。このグループ作品展、「ジェンダー・アラーム！」（Gender Alarm !、
2008年 9月 17日～28日）は、ミッション改正後に開催された、最初の作品展
だ。インスタレーション、ビデオアート、布を使ったアート、絵画、写真など、
様々なジャンルの作品がギャラリーを埋める。ヴィヴィットな色彩を放つそれ
らは、主題を一つにまとめることを拒否し、見る者を戸惑わせる。この作品展
の開催期間中には、パフォーマンス・アートのイベントや、シンポジウムも開
催された。 
 ルキットは、2007年を前後して起こった、フェミニズムとアートをめぐる二 
つの全く異なる流れの中で、この「ジェンダー・アラーム！」における警鐘と
継承の意味を考える。まず、一つ目の流れとは、巨大な二つのフェミニズム・
アートの展覧会、ロサンジェルス近代美術館で開催された「WACK！美術とフ 
20 Aneessa Hashmi, « Guide pour se débarrasser des relations de pouvoir », pp. 184-
187. 
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ェミニズム革命」（WACK ! Art and the Feminist Revolution）と、ニューヨーク
のブルックリン美術館「グローバル・フェミニズムズ：現代美術の新しい方向
性」（Global Feminisms :New Directions in Contemporary Art）によって生み出さ
れた、北米やヨーロッパでおこったフェミニズム・アートの再評価の流れであ
る。ルキットは、この流れの中で、フェミニズム・アートが、美術館とアート
の歴史の中に「正統な」ジャンルとして位置付けられることで、新たな規範が
生み出されているとして批判的に捉える。女性アーティストの作品ばかりを集
めた、これらの美術展に対して、二つ目の流れとして、女性や男性といったセ
ックス／ジェンダーという性規範を超えて、主体を捉えようとするクィア・フ
ェミニズムという立場から、アンダーグランドで開催された作品展がある。ニ
コール・アイセンマン（Nicole Eisenman）と A. L. シュタイナー（A. L. Steiner）
によって企画展示された 「リディクルーズ」（Ridykeulous, Participant Inc. New 
York）と、シュタイナー、イヴ・フォラー（Eve Fowler）、エミリー・ロイス
ドン（Emily Roysdon）にる「シェアされた女たち」（Shared Women, LACE, 
Los Angeles）である。ルキットは、ラサントラルの「ジェンダー・アラーム！」
をこの流れに位置付けている。これらの作品展は、フェミニズムの歴史や、ゲ
イ文化の歴史や言説を継承しているが、それらを表象してはいない。規範化さ
れることへの拒否と抵抗は、常にそうした歴史や言説を乗り越えようという挑
戦と、自己批判的な省察を、作品を通して行うことにつながる。このカウンタ
ー・カルチャーの色合いをもつ作品から溢れる様々な感性の躍動や、芸術的実
験は、芸術的規範と同時に、主体の形成を規定する様々な社会的規範への抵抗
である。それは、新たな主体のあり方の追求であると同時に、他者との新たな
関係のあり方の追求でもある。ルキットによれば、 
 
いくつものジャンルや、世代を包括しながら、この「ジェンダー・ク
ィア」フェミニズムは、アイデンティティ・ポリティックスの限界と
同時に、アイデンティティの力とカウンター・カルチャーの連携を認 
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めている。「ジェンダー・アラーム！」展における一つの批判が嘆い
ているように、フェミニズムは、今日「唯一の最終目的をもった普遍
的な運動」を生み出すことは不可能であるということを自覚しながら
も、そこには、ジェンダー、セクシュアリティ、階級、人種に結びつ
いた不平等を分析するのに不可欠なツールが相変わらず存在している。
異議申し立てに対して開かれたフェミニズムというカテゴリーを残し
ながら、これらの展覧会は、複雑さと結び合い、正統性に疑問を投げ
かけている―フェミニズム自身の正統性も含んで（Reckitt, p. 53）。  
 
 このことから、「ジェンダー・アラーム！」という一つの作品展プロジェク
トを評価するには、技術的評価や、言説による説明では不十分であることがわ
かる。むしろ、作品展が、アイデンティティ政治に陥らずに、様々な権力の磁
場を考慮に入れながら、新たな関係を様々な主体間（アーティスト、作品、観
客、ラサントラルのメンバーなど）の中に編み直していく可能性を、多角的に
検証することが重要となる。同時に、この作品展を、それが置かれた多様な文
脈が複雑に絡み合った現実というテクストの中に位置づけ直すための立体的な
パースペクティブも不可欠である。 
 このルキットの批評に続く三つのエッセイは、「ジェンダー・アラーム！」
を三つの角度から照射する。テレーズ・サンジュレの場合は 21、フェミニズ
ム・アートの中のパフォーマンス・アートに着目し、1975年のマルサ・ロスラ
ー（Martha Rosler）の「キッチンのセミオティックス」（Semiotics of the 
Kitchen）から、2010 年のパフォーマンス・アート・グループ Women With the 
Kitchen Appliance に至るまでの一連の実践を、規範性への挑戦と見なす。それ
らは一貫して、演者自身の主体の脱構築と、パフォーマンスに組みこまれた
様々なニュアンスと、パフォーマンスを遂行する状況（観客も含めた）との対
話を通して、新たな主体を立ち上げていくことを試みていた。それは、まさに
フェミニズムの主体を反復的に問う行為であったのだ。「ジェンダー・アラー 
21 Thérèse St-Gelais, « Féminismes et performativité », pp. 57-69. 
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ム！」も、こうしたフェミニズム・アートの反復的問いに対する一つの答えで
あり、さらなる問いを投げかけているとも言えるだろう。 
 トリッシュ・サラは、この止むことのない反復的な問いの一つとして、ラサ
ントラルのミッション改正を捉えていると言っても良いだろう 22。彼女にとっ
て、これは、新たな課題への挑戦なのだ。ラサントラルの新しい方向性を評価
しつつ、これを具体化していくために、既にラサントラルのように、より包括
的なフェミニズムを戦略的にとっている他の団体が直面した課題を示している。
そのひとつに、自らの望む性的アイデンティティへの転換を求めるトランス・
セクシャルや、トランス・ジェンダーにとっては、脱アイデンティティは無効
だという指摘がある。それは、現実的な課題を隠ぺいすることになるからだ。
つまり、トランス・ジェンダーやトランス・セクシャルの人々が生活において
抱える経済的格差、教育の平等などの課題は、ジェンダー規範が構造化された
結果なのである。そのことは、包摂的フェミニズムの場合も同様に、それが社
会の様々な権力の関係の中に存在している以上、排除を行う危険を免れえない
ということだ。そこで、重要なことは、ラサントラル自体が、他者の置かれた
権力の関係図だけに着目するのではなく、自らがどのような権力の構造の上に
立っているかを自覚することだ。単に形式的にトランス・ジェンダーや、人種
の多様性を実現しようとしても不充分なのである。むしろ、この「対象となっ
た人びと」そのものが置かれた権力の構造と、ラサントラルが位置する権力の
構造は地続きなので、この両者が置かれた権力の磁場そのものに対して揺さぶ
りをかける、という視野をもって、戦略的に事業を展開していくことが不可欠
なのだ。ジェンダー規範が根強いからこそ、フェミニズムを継承していくこと
に意味があるのである。 
 サラの場合、研究者、批評家という立場から、ラサントラルが主催したラウ
ンド・テーブルに招かれて参加し、上述のエッセイを執筆した。その一方で、 
22 Trish Salah, « La poétique de l’anidentité et les centres d’artistes féministes 
autogérés », pp. 94-106. 
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ベルナデット・フードは、レズビアン・テクノ・ミュージックの実践を、自己
省察的に捉えた記録的エッセイを書いている 23。実践の中で直面した課題、そ
れに対してどのように対応したのか、どのタイミングで、どのような意識の変
化があったのか、という道筋を描いている。変化に富む実践の道筋の中にも、
しかし、音楽だけではなく、フェミニズムにも根ざす「正統性」そのものへの
懐疑が実践の展開の軸としてあり、同時に、この展開を可能にした支えに、つ
まり楽曲を発表することを可能にした場として、フェミニズム・アートのコミ
ュニティの存在があったことが描かれている。このフードの実践記録は、ラサ
ントラルというギャラリーの存在の意義を、メインストリームとは異なる音楽
アーティストの経験から、明らかにしている。さらに、こうした記録的エッセ
イで示された事柄は、ラサントラルが今後、直面していく課題に対して用意さ
れた解決方法があるのではなく、ミッションに常に立ち返りながら、一つ一つ
の課題に応えていくことでしか、問題解決も、目的の実現もあり得ない、とい
うことを示唆していると言えよう。 
 「ジェンダー・アラーム！」というプロジェクトの意義を、ラサントラルの
ミッション改正によって示されたパラダイム転換を踏まえて、フェミニズム・
アートの今日的状況の中で評価したのがルキットの作品展批評だった。後に続
くエッセイは、「ジェンダー・アラーム！」をこのパラダイム転換という革命
的出来事として象徴的に位置付けるものではない。むしろ、連綿と続くフェミ
ニズム・アートの実践の中で反復的に問われてきた、主体の問題に対する一つ
の応答であるとして相対化している。さらに、サラのエッセイや、フードの実
践記録は、この応答が、すでに次の展開につながる問いも含んでいるものであ
ることを示す。このように、「ジェンダー・アラーム！」への直接的な批評だ
けではなく、並列するいくつかのエッセイが、そこに照射されることで、時間
軸が与えられ、新たな意味付けがされている。 
 
23 Bernadette Houd, « Lesbian Concentrate reconstitué », pp. 118-127. 
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3.3. 『電撃的フェミニズム』における作品展の評価 
 さらに、本書の第二部には、アーティストとの対談と、クィア・フェミニズ
ムの出版社の編集者との対談が収められている。それぞれ、創作活動、作品、
出版事業などに込められた思いや、それらを通して生み出された思想について、
自身のアイデンティティの問題にも触れながら語る。先のエッセイが、「ジェ
ンダー・アラーム！」に思想史的な意味を与えるのだとしたら、これらの対談
は、「ジェンダー・アラーム！」を鳴らしている当事者たちの声そのものであ
る。また、本書の最後には、ラサントラル自身の展開の記録が掲載されている。
新しいミッション全文、ラサントラルの 2000-2010 年の総括、組織と活動の年
表、写真である。これらは、「ジェンダー・アラーム！」の実現までに至るラ
サントラルの足どりと、その後の展開である。すなわち、「ジェンダー・アラ
ーム！」は、今日のフェミニズム・アートの実践者の存在と、ラサントラルそ
のものの活動の展開なしには、実現しえない。言い換えれば、作品展の企画の
主体、つまり、ラサントラルの存在基盤は、過去と現在に至るまでの実践者た
ちの存在そのものということだ。この第二部と本書の最後によって、「ジェン
ダー・アラーム！」がどのような地盤に支えられ、ラサントラルという組織の
どのような歩みによって企画されたのかを捉えることになり、この作品展を時
間軸の中で立体化する。 
 本章では、『電撃的フェミニズム』というドキュメントを、作品展の評価の
一つの方法として総体的に捉えることを試みた。このドキュメントに掲載され
た作品展批評、エッセイ、実践記録、対談、ラサントラルの記録のそれぞれが、
「ジェンダー・アラーム！」という作品展に、違った角度から意味を与え、そ
れぞれが合わさった時、今日的なフェミニズム・アートという文脈の中で、こ
の作品展の意味を立ち上がらせている。しかし、それぞれのテクストが、必ず
しも、「ジェンダー・アラーム！」について直接的に論じているわけではない。
このことは、「ジェンダー・アラーム！」を別の作品展に置き換えて、これら
のテクストを照らしながら読むことも可能にする。すなわち、作品展を評価す 
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るということは、作品展の持つ可能性を、様々な角度から照らしながら引き出
していくことなのだ。思想史的・歴史的観点、他での実践、アーティスト自身
の背景、作品展が開催されている文脈などを考慮しながら、または思いをめぐ
らせながら、作品展を見る人自身は、何を読み取り、何を感じとり、それらを
どう意味づけるのか、ということである。それはまさに、作品展の選出の基準
でもある、多様な解釈の可能性と対話性が、評価をするための観点においても、
方法においても、求められるということである。 
 最後に、一つの評価の方法としてのドキュメントを捉える場合の、その評価
の主体と、ドキュメント出版の意味を考察する。まず、本書の編集を担ってい
る、ラサントラルの出版部会と、本書の執筆者である、フェミニズム・アート
の実践者や研究者たちである。それぞれの役割と専門的知識を通して、協働的
に、ラサントラルの展示活動について評価を行っている。そしてドキュメント
という言語化を通して、作品展のもつ対話性と多様性を出版という形で公的に
可視化することで、メインストリームの文化体制とは異なった、アートをめぐ
る言説を作り、歴史を構築し、未来を創造する。同時に、読者を通して、未来
のフェミニズム・アートの担い手そのものも生み出している。 
 
3.4. 電撃的フェミニズムのアート 
 『電撃的フェミニズム』の表紙のデザインは、シンプルだ（図 1 参照）。白
基調としており、ラサントラルのギャラリーの白い壁を思わせる。そこに、フ
ランス語の大文字で「FÉMINISMES ÉLECTRIQUES」と書かれている。一際目
立つのが、紫、オレンジ、緑に塗られた「I」である。ただ、「I」の書体のた
めに、一見すると、バラバラの長さの縦棒「｜」のようにもみえる。オレンジ
の「I」が一つだけ長い。そして、それぞれの真上、または真下に、「I」と同
じ色で、「LA CENTRALE」（紫）、「2000-2010」（オレンジ）、「LEILA 
POURTAVAF（編集者の名前、筆者注）」（緑）と表記されている。裏表紙を
見てみると（図 2参照）、表紙の「I」は、本当の縦棒になっている。オレン 
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ジの「｜」の横に「エッセイ」の目次、紫
の「｜」の横に「企画」の目次、この二つ
が並んでおり、その下に、緑の「｜」とそ
の横に「対談」の目次が来る。この白地に
立つ「I／｜」は何を意味しているのだろう
か。ここでは、いくつかの解釈が可能であ
る。 
 第一に、英語の第一人称を示す「I」＝主
体。フランス語の場合、第一人称は「Je」
であるが、モントリオール市は、英仏のバ
イリンガル都市であり、ラサントラル自体、
英語とフランス語の両方が飛び交う場所で
あるので、この「I」を英語の「I」に結びつ
けることは、さほど問題ではないだろう。さ
らに、このタイトルのフェミニズムは、複数
形のフェミニズムである。女性という単一の
主体がフェミニズムを構成しているのではな
く、様々な主体からなるフェミニズムである。
この「I」は、複数形のフェミニズムを構成
する、無数の「私」を表象していると考える
ことが出来るのではないか。 
第二に、電撃的フェミニズムを構成する、
様々な道筋を象徴する「｜」。そして、そ
れぞれの意味は、前章の内容を踏まえながら、次のように読むことができるの
ではないか。エッセイ集のオレンジの「｜」は、フェミニズム・アートの実践
と思想的な展開の道筋。企画の紫の「｜」は、ラサントラルの歴史。そして、 
図 1  表紙 
       図 2  裏表紙 
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対談集の緑の「｜」は、フェミニズム・アートの実践者の個々人の道筋。 
 第三に、それぞれの配置からは、一つの関係図を読むことが出来るのではな
いか。フェミニズム・アートの「｜（オレンジ）」と、ラサントラルの「｜
（紫）」が、併置されることで、ラサントラルが、フェミニズム・アートの歴
史とともに展開してきたことを示し、その二つの下に、実践者の「｜」（緑）
が来ることで、それらの展開の基盤となっている主体の存在を示す。 
 このことから、本書のタイトルである「電撃的フェミニズム」の意味は、多
様な主体と、いくつもの道筋が、出会うことで生まれる、規範化への抵抗と新
たな価値の創造へのエネルギーの総体として捉えることが出来るのではないか。
「ラサントラル」とは、フランス語で、発電所を意味している。ギャラリーと
いう場から、展示活動などの実践と、出版活動などの言語的実践を通して、こ
のエネルギーを作り出し、ギャラリーの外部へと送り出す場が、ラサントラル
であり、ラサントラルのフェミニズム・アートの実践である。 
  
結語 
 70年代の女性アーティストたちにおける、アートと女性をめぐる問題の意識
化から出発したラサントラルは、展示活動を通して、今なお、既存の文化制度
では十分に評価されていない創作活動の可能性を広げていく場として展開して
いる。それによって、フェミニズム・アートの実践者たちは、アートの実践者
として、同時に社会を構成する一市民として、今日の社会に向き合っている。
このようなフェミニズム・アートの取り組みは、今後、日本の美術館や他のア
ート施設でも、性差別や諸々の差別の問題を克服し、新たな文化を創造する取
り組みを考える上でも示唆に富む。 
 今後の課題としては、本稿では十分に取り上げることの出来なかった、次の
二点がある。一つ目は、地域との連携の問題である。今日のケベックの文化政
策におけるラサントラルの立ち位置と、その政策を踏まえた上で、ラサントラ
ルと地域との関係を捉える必要がある。二つ目は、ラサントラルのメンバーた  
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ち自身のエンパワーメントの問題である。すでに述べたように、ラサントラル
は現在、発信するコミュニティとしての形成が中心的な課題となっている。し
かし、サラが指摘したように、今後、ラサントラルの実践は、自らの立ち位置
を常に自己省察的に問うことが、そのミッションの実現にとって不可欠である。
だからこそ、ラサントラルの運営に関わるボランティア・メンバーやコーディ
ネーターにおける、この活動を通した個人とコミュニティの力量の形成が、重
要な論点となってくるのである。 
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